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QA91 飲用に供する茶の具体的な検査方法を示してください

 飲用に供する茶の検査については、荒茶又は製茶 10g 以上を 30 倍量の重量の熱水（90℃）

で 60 秒間浸出し、40 メッシュ相当のふるい等でろ過した浸出液を測定試料とすることと

します。

 なお、飲用に供する茶の検査を行う際には、十分な浸出を得るため、

① 熱水が 90℃であることを温度計で確認した後、浸出を行うこと。

② 浸出時に茶葉が熱水中で広がるよう、ガラス棒等で大きく 5 回程度撹拌すること。

に留意して検査を実施してください。

 上記①、②については、別紙のとおり、農林水産省から平成 24 年 4 月 18 日付 24 生産

第 271 号「お茶の放射性物質の検査に係る留意事項について」にて、通知されているので、

これも参考にしてください。

 また、以下の①、②の場合、飲用に供する状態で 10 ベクレル/kg を下回ることが確認で

きるものであるため、上記の飲用に供する状態での検査を不要とします。

① 荒茶又は製茶に含まれる放射性セシウム濃度を、平成 24 年 3月 15 日付の食安発 0315 
第 4 号で示した「食品中の放射性セシウム検査法」により測定した結果、200 ベクレ

ル/kg 以下の場合

② 荒茶又は製茶に含まれる放射性セシウム濃度を、平成 24 年 3 月 1 日付けの監視安全課

事務連絡「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」で示した要件を満たした検査

機器により測定した結果、150 ベクレル/kg 以下の場合

 なお、検査結果が①、②に示した数値を超えた場合は、飲用に供する状態での検査を必

ず行い、検査結果を確定しなければなりません。
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出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成

出典の公開日：2012 年 7 月 5 日

本資料への収録日：2012 年 12 月 27 日
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